
 

 

総 務 係 

 

１ 固定資産評価審査委員会 

（１）委員 

区   分 氏   名 任   期 

委 員 長 

佐 藤 正 明 令和３.10.１～令和６.９.30 

加 藤 眞 司 

令和６.10.１～令和８.９.30 

委員長職務代理 

令和５.10.１～令和６.９.30 

野 島 憲 一 

令和６.10.１～令和８.９.30 

委   員 

令和５.10.１～令和６.９.30 

佐 藤 裕 明 令和６.10.１～令和９.９.30 

（２）会議開催回数 １回 

（３）審査回数   ０回 

（４）審査案件   ０件 

 

２ 式典及び表彰 

（１）式典 

 福生市表彰式 

日 時 令和６年７月６日（土）午前 10時 

場 所 福生市民会館小ホール（つつじホール） 

内 容 市民及び市の関係者等を招待し、表彰及び福生第一中学校吹奏楽部の演奏を行った。 

 

（２）表彰条例に基づく表彰 

ア 自治功労表彰 

氏    名 対  象  理  由 

渡 辺 浩 行 教育委員会委員として多年にわたり市の発展に貢献した功績 

小 山 明 男 農業委員会委員として多年にわたり市の発展に貢献した功績 

 

イ 一般表彰 

氏    名 対  象  理  由 

村  野   昭 農業委員会委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

加 藤 孝 子 町会長・自治会長として多年にわたり市行政に貢献した功績 

池 田 浩 三 スポーツ推進審議会委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

桐ケ谷 茂 子 社会福祉協力委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

松 永 良 治 学校歯科医として多年にわたり市行政に貢献した功績 

松 山  健  予防接種医として多年にわたり市行政に貢献した功績 

瀬 在 由美子 予防接種医として多年にわたり市行政に貢献した功績 

木野村 幸 彦 予防接種医として多年にわたり市行政に貢献した功績 



 

 

氏    名 対  象  理  由 

橋 本 達 男 交通安全推進委員会委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

須 藤 久 光 交通安全推進委員会委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

町 田 俊 文 交通安全推進委員会委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

澤 井 夛惠子 廃棄物減量等推進審議会委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

牧 野   次 廃棄物減量等推進員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

関 根 正 義 明るい選挙推進委員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

久保田 ふ み 保護司として多年にわたり市行政に貢献した功績 

宇津木 啓 員 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

髙 橋 直 之 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

太 田 正 樹 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

本 木  渉  消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

北 島 邦 章 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

古 谷 清 幸 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

前 田 文 昭 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

岸 波 昭 弘 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

宮 本  徹  消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

田 光 隆 司 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

露 木 隆 司 消防団員として多年にわたり市行政に貢献した功績 

※ 敬称略 

 

３ 平和祈念事業 

 平和のつどいの実施 

  日  時  令和６年８月 18日（日）午後１時 30分 

  場  所  福生市民会館小ホール（つつじホール） 

  企画委員  多田 仁一氏 髙山 雅代氏 西山 多惠子氏 田村 光男氏 南方 孝之氏 

  参 加 者  135人 

  内  容  「市民が語り継ぐ昭和」 

◎ 講 演 「私の少年時代」 

     講演者  森田 雅幸氏  

◎ 演 奏 「未来へつなぐ平和の歌・昭和の歌」 

     出 演  ピアノ＆ボーカルユニット ４ｐｃ 

 

４ 統計 

（１）建設工事統計調査 

ア 建設工事受注動態統計調査 

公共機関及び民間から発注された建設工事の量、構造及び地域分布の動向を把握するため、

前々年度における完成工事高が１億円以上である建設業者のうち、国土交通大臣が完成工事高、

規模別及び種類別に抽出し指定した事業者について、毎月、調査を実施した。 

◎ 調査対象事業所数 １社 

 

 

 



 

 

イ 建設工事施工統計調査 

   建設業の実態及び建設活動の内容を明らかにすることを目的として、国土交通大臣が抽出し

た事業者において１年間に行われた建設工事の完成工事高、受注高、兼業売上高等の調査を実

施した。 

  ◎ 調査対象事業所数 25社 

 

 （２）全国家計構造調査 

我が国の家計における消費、所得、資産及び負債の実態を総合的に把握し、世帯の所得分布

及び消費の水準、構造等を全国的及び地域別に明らかにすることを目的として、令和６年10月

及び11月に調査を実施した。 

◎ 調査対象世帯数 48世帯（基本調査24世帯、簡易調査24世帯） 

 

（３）農林業センサス 

我が国の農林業の生産構造や就業構造、農山村地域における土地資源など農林業・農山村の

基本構造の実態とその変化を明らかにすることを目的に、令和７年２月１日を基準日として調

査を実施した。 

◎ 調査客体数      74世帯 

農林業経営体数 13世帯 

 

（４）国勢調査調査区設定 

令和７年国勢調査の実施に先立ち、国勢調査員の担当区域を明確にし、調査の重複・脱漏を

防ぎ、調査の正確性を期することを目的に、調査区の設定を行った。 

◎ 設定調査区数 512調査区 

 

５ 自衛官募集事務                              （単位：人） 

区  分 適齢人口※ 応募者数 入隊者数 

男 5,467 16 ３ 

女 4,653 11 ０ 

合  計 10,120 27 ３ 

※ 適齢人口：令和７年３月31日現在の18歳から32歳までの人口 


